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◆
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
「
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
勉
強
会
」
に
お
い
て
、
シ
カ
小
型
囲
い

わ
な
」
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

◆
十
二
月
一
日
、
局
主
催
に
よ
る
「
国
有
林
モ
ニ
タ

ー
勉
強
会
」
（
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
し
た
四
国
四
県
在
住

の
十
六
名
の
皆
さ
ん
が
対
象
）
が
、
四
万
十
森
林
管

理
署
管
内
の
払
川
山
国
有
林(

四
万
十
町)

に
お
い
て
、

当
該
署
の
職
員
も
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆
こ
の
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会
は
、
国
有
林
の
一
連
の
業

務
や
四
国
の
森
林
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年(

年
二
回)

実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
今
年
二
回
目
と
な
る
今
回
は
、
地
域
活
性
化
に
資

す
る
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
テ
ー
マ
に
、
木
材
生

産
と
森
林
管
理
に
つ
い
て
、
間
伐
と
シ
カ
被
害
対
策

の
現
場
の
見
学
を
通
じ
て
理
解
頂
く
と
い
う
内
容
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

◆
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
開
発
し
た
「
小
型
囲
い
わ

な
」
の
組
立
等
を
実
演
し
、
併
せ
て
、
わ
な
が
軽
量

で
移
動
が
楽
等
の
特
徴
、
林
道
沿
い
の
シ
カ
の
痕
跡

の
多
い
箇
所
へ
の
設
置
や
シ
カ
の
行
動
・
生
息
状
況

・
食
害
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

◆
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
囲
い
わ
な
を
初
め
て
見

る
方
も
多
く
、
簡
単
に
組
立
さ
れ
る
実
演
で
は
一
同

驚
い
た
様
で
し
た
。
ま
た
、
わ
な
の
構
造
・
仕
掛
け

の
作
動
方
法
、
誘
引
餌(

え
さ)

の
種
類
、
ま
き
方
等

に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
り
、
熱
心
に
メ
モ
を
執
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

ワナの構造は？熱心なモニター

シカ囲いワナ組立の実演

◆
各
委
員
か
ら
の
主
な
意
見

◆
①
の
完
了
課
題
で
は
、

・

無

下

刈

区

の

根

元

調

査

が

下

刈

区

よ

り

劣

っ

て

い

る

。

下

刈

り

省

略

に

よ

る

効

果

は

、

食

害

防

護

効

果

と

併

せ

て

、

植

栽

木

の

成

長

へ

の

影

響

も

検

証

・

分

析
す
る
必
要
が
あ
る
。

・

下

草

が

繁

茂

し

て

い

る

時

季

は

食

害

は

少

な

い

が

晩

秋

か

ら

冬

場

に

掛

け

て

被

害

が

大

き

く

な

る

傾

向

に

あ

り

、

検

証

の

た

め

に

も

冬

場

の

調

査

も

引

き

続

き
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

・

下

刈

区

が

被

害

が

多

い

が

、

次

は

下

刈

区

と

無

下

刈

り

区

の

施

業

を

入

れ

替

え

て

、

被

害

防

護

効

果

を

検

証

し

て

は

ど
う
か
。

◆
②
の
完
了
課
題
で
は
、

・

小

型

囲

い

わ

な

は

、

シ

カ

捕

獲

に

有

効
で
、
大
い
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。

・

マ

ニ

ュ

ア

ル

は

、

一

般

の

人

で

も

、

職

員

と

同

じ

取

扱

い

が

で

き

る

よ

う

に

具
体
的
な
記
述
と
さ
れ
た
い
。

・

マ

ニ

ュ

ア

ル

は

詳

細

版

と

解

り

や

す

い

要

点

を

記

し

た

一

枚

ペ

ー

パ

ー

程

度

の

要

約

版

を

作

成

し

て

も

ら

い

た

い

。

・

長

期

餌

付

け

に

よ

り

全

頭

捕

獲

し

た

箇

所

で

の

、

餌

付

け

に

よ

る

シ

カ

の

出

現
調
査
に
係
る
デ
ー
タ
は
貴
重
で
あ
り
、

継
続
調
査
さ
れ
た
い
。

◆
③
の
新
規
課
題
で
は
、

・

試

験

項

目

が

多

岐

に

わ

た

る

こ

と

か

ら
、
三
年
で
全
て
の
計
画
実
施
は
困
難
、

調
査
内
容
の
絞
り
こ
み
が
必
要
。

・

ノ

ウ

サ

ギ

被

害

は

、

拡

大

造

林

時

の

被

害

及

び

対

策

の

蓄

積

が

あ

り

、

過

去

の
調
査
研
究
の
情
報
を
収
集
・
整
理
し
、

使
用
可
能
な
手
法
な
ど
を
検
討
す
べ
き
。

・

ノ

ウ

サ

ギ

被

害

の

実

態

を

シ

カ

と

区

分
し
て
調
査
整
理
す
べ
き
。

等
々
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆

今

後

当

セ

ン

タ

ー

で

は

、

こ

れ

ら

の

意

見

を

踏

ま

え

、

技

術

開

発

を

実

施

し

て
い
く
予
定
で
す
。

平成 28 年 12 月 19 日

★
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回

技

術

開

発

委

員

会

を

開

催

◆

有

識

者

委

員

か

ら

貴

重

な

助

言
を
頂
き
ま
し
た
！

◆
十
二
月
十

三
日
、
今
年

度
二
回
目
の

技
術

開
発
委
員
会

（
外
部
有
識
者
七
名

で
構
成
）
を
局

二
階
会
議
室
で
開
催
し

ま
し
た
。

◆
今
回
の
審
議

課
題
は
、
完
了
課
題
二

課
題
と
新

規
課
題
一
課

題
の
併
せ
て
三

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
課
題
名
は
、

①
下
刈

省
略
化
に
よ
る

シ
カ
食
害
低
減

効
果
の
検
証
に
つ
い
て(

完
了)

②
小
型

囲
い
わ
な
に

よ
る
シ
カ
誘
引
・

捕
獲
の
向
上
と
普
及
の
推
進

～
現
地
状
況

に
対
応
し
た
設
置
方
法

と
普
及
～(

完
了)

③
再
造
林
地

で
の
ノ
ウ
サ

ギ
食
害
対
策

に
つ
い
て(

新
規)

◆
委
員
会
は

、
座
長
で
あ
る
田
口
森
林

整
備

部
長
に
進
行
頂

き
、
各
課
題
を
担

当

す
る
セ
ン
タ

ー
職
員
の
説
明
の
後
、

委
員
の
皆
様
か
ら
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

挨拶する田口森林整備部長

審議課題のプレゼンの様子


